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旧
優
生
保
護

法
下
に
お
い
て

不
妊
手
術
を
強

制
さ
れ
た
と
し

て
国
家
賠
償
を
求
め
た
控
訴

審
判
決
で
大
阪
高
裁
は
旧
法

を
違
憲
と
判
断
し
た
。

　

日
本
脳
炎
の
後
遺
症
に
よ

る
知
的
障
害
の
あ
る
関
西
在

住
の
70
代
女
性
と
、
聴
覚
障

害
の
あ
る
80
代
の
夫
と
70
代

の
妻
の
３
人
が
「
昭
和
40
年

代
に
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ

く
不
妊
手
術
を
強
制
さ
れ
子

供
を
産
み
育
て
る
権
利
を
奪

わ
れ
た
」
と
し
て
国
を
訴
え

て
い
た
も
の
だ
。

　

同
様
の
訴
訟
で
は
６
件
中

４
件
は
一
審
で
違
法
と
さ

れ
、

国
会
の
「
立
法
不
作

為
」
も
認
め
ら
れ
た
が
、
違

法
行
為
か
ら
20
年
で
賠
償
請

求
権
が
消
滅
す
る
「
除
斥
期

間
」
を
理
由
と
し
て
請
求
を

退
け
ら
れ
て
き
た
。
二
審
の

高
裁
判
断
で
は
大
阪
地
裁
判

決
を
覆
し
、
初
の
原
告
勝
訴

と
な
っ
た
。

　

障
害
者
の
人
権
を
踏
み
に

じ
る
旧
優
生
保
護
法
が
１
９

９
６
年
ま
で
存
在
し
て
い
た

こ
と
に
も
驚
く
が
、
除
斥
期

間
を
理
由
に
国
が
違
法
性
を

認
め
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も

非
人
道
的
な
対
応
だ
と
言
え

よ
う
。
原
告
の
年
齢
を
想
う

と
、
一
刻
も
早
く
被
害
者
救

済
を
図
っ
て
欲
し
い
。 （
Ｎ
）

新点数説明会

YouTubeで
録 画 配 信
会員限定で３／28から

詳細は４面参照

大阪市内４地区

市「対応を検討し、報告したい」と回答
口腔崩壊児童の把握求める

ロ
シ
ア
の
侵
略
戦
争
に
抗
議

小
澤
力
理
事
長
が
談
話　

即
時
撤
退
を
求
め
る

９条改憲NO！新署名
ご協力をお願いします

コ
ロ
ナ
禍
の
経
営
守
れ
ぬ
改
定

が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。
歯
科
材
料
費
が
前
年
比

６
・
８
％
増
。
収
入
か
ら
経

費
を
差
し
引
い
た
「
損
益
差

額
」
は
平
均
１
０
９
万
円

で
、
30
年
間
で
約
４
割
も
下

が
り
ま
し
た
。

ん
。
コ
ロ
ナ
禍
で
院
内
感
染

防
止
対
策
の
経
費
は
増
え
て

い
ま
す
。
追
い
打
ち
を
か
け

る
よ
う
に
、
金
パ
ラ
の
逆
ザ

ヤ
問
題
が
経
営
に
打
撃
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

第
23
回
医
療
経
済
実
態
調

査
で
も
、
厳
し
い
経
営
実
態

（
前
回
20
年
度
は
プ
ラ
ス
０

・
55
％
）
に
過
ぎ
ず
、
薬
価

を
含
め
た
診
療
報
酬
全
体
で

は
マ
イ
ナ
ス
０
・
94
％
で
し

た
。
社
会
保
障
費
抑
制
路
線

を
掲
げ
る
自
公
政
権
の
も

と
、
５
回
連
続
の
マ
イ
ナ
ス

改
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
体
部
分
は
プ
ラ
ス
０
・

43
％
で
し
た
が
、
歯
科
は
プ

ラ
ス
０
・
29
％
（
前
回
０
・

59
％
）
に
過
ぎ
ず
、
前
回
の

改
定
率
を
下
回
り
ま
し
た
。

国
が
負
担
す
る
金
額
で
み
る

と
約
20
億
円
増
に
過
ぎ
ま
せ

―
―
２
０
２
２
年
改
定
率
を

ど
う
評
価
し
ま
す
か
。

　

22
年
度
診
療
報
酬
改
定

は
、
コ
ロ
ナ
対
応
で
疲
弊
す

る
医
療
従
事
者
を
支
え
、
必

要
十
分
な
医
療
を
国
民
に
提

供
す
る
に
は
程
遠
い
改
定
率

で
し
た
。
本
体
部
分
は
前
回

を
下
回
る
プ
ラ
ス
０
・
43
％

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
侵
攻
に
よ
っ
て
市
民
が
傷

つ
き
、
戦
火
を
逃
れ
よ
う
と

す
る
難
民
が
数
百
万
規
模
と

な
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
軍
は

市
街
地
や
原
子
力
施
設
を
攻　協会は診療報酬改定の新点

数説明会をYouTubeで録画
配信します。
　３／28（予定）から協会HP
の会員ページで公開します。
視聴の申し込みは不要。

撃
す
る
な
ど
の
軍
事
行
動
を

繰
り
返
し
て
い
る
。
主
権
国

家
へ
の
侵
攻
は
国
連
憲
章
、

国
際
法
に
反
し
て
お
り
、
言

語
道
断
で
あ
る
。
国
連
総
会

で
は
「
即
時
、
完
全
、
無
条

件
撤
退
」
を
求
め
る
非
難
決

議
に
１
４
１
カ
国
が
賛
成

し
、
断
罪
さ
れ
た
。
直
ち
に

侵
攻
を
中
止
す
る
こ
と
を
強

く
要
求
す
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
プ
ー

チ
ン
・
ロ
シ
ア
大
統
領
の
「
核

の
威
嚇
」
に
対
し
て
、
安
倍

元
首
相
ら
が
、
米
国
の
核
兵

器
を
同
盟
国
・
日
本
に
配
備

す
る
「
核
共
有
」
の
議
論
や

憲
法
９
条
の
改
定
を
言
い
出

し
て
い
る
。「
核
共
有
」
は

核
兵
器
の
脅
威
に
は
核
兵
器

で
対
抗
す
る
と
い
う
考
え
に

ほ
か
な
ら
ず
、
被
爆
国
の
政

治
家
と
し
て
の
見
識
が
疑
わ

れ
る
恥
ず
べ
き
姿
勢
だ
。
非

人
道
兵
器
で
あ
る
核
兵
器
の

使
用
に
道
を
開
け
ば
、
は
か

り
知
れ
な
い
惨
禍
を
も
た
ら

す
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　

ま
た
、
憲
法
９
条
を
非
難

す
る
議
論
は
「
力
に
は
力
」

で
対
抗
す
る
論
理
で
あ
り
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
同
じ
論

理
に
た
つ
。
憲
法
９
条
は
侵

略
戦
争
の
反
省
に
立
ち
、
戦

争
の
放
棄
と
戦
力
の
不
保
持

を
決
意
し
て
世
界
平
和
へ
の

貢
献
を
謳
っ
て
い
る
。
今
、

必
要
な
の
は
、
国
連
憲
章
に

基
づ
く
国
際
秩
序
の
回
復
で

あ
り
、
全
世
界
か
ら
核
兵
器

を
廃
絶
す
る
こ
と
だ
。

　

国
民
の
命
と
健
康
に
寄
与

　

協
会
の
小
澤
力
理
事
長
（
写
真
）
は
12
日
、
談
話
「
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
国
連
憲
章
・
国
際
法

違
反
で
あ
り
即
時
、
無
条
件
、
完
全
撤
退
を
求
め
る
」
を

発
表
し
た
。
全
文
は
次
の
通
り
。

　

生
涯
を
通
じ
た
歯
科
口
腔
保
健
対
策
の
充
実
や
医
療
費

助
成
制
度
の
拡
充
な
ど
を
求
め
て
協
会
は
２
月
18
日
、
大

阪
市
と
協
議
し
た
。
市
内
４
地
区
（
東
部
、
西
部
、
南

部
、
北
部
）
が
昨
年
８
月
に
提
出
し
た
５
分
野
29
項
目
の

要
望
を
も
と
に
行
わ
れ
た
。

す
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
歯

科
医
療
人
は
侵
略
行
為
も
核

兵
器
の
使
用
も
容
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
日
本
政
府

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
や
め

さ
せ
る
国
際
世
論
を
高
め
る

先
頭
に
立
つ
と
と
も
に
、
非

軍
事
の
支
援
に
全
力
を
つ
く

す
こ
と
を
求
め
る
。

―
―
歯
科
医
院
経
営
を
支
え

る
た
め
に
評
価
す
べ
き
は
。

　

歯
科
で
は
長
年
に
渡
っ
て

診
療
報
酬
が
抑
え
ら
れ
、
臨

床
現
場
の
労
力
に
見
合
わ
な

い
点
数
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
診
療
報
酬
に
経
費
と
い

う
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
、

間
の
差
に
合
理
的
理
由
は
あ

り
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
医

科
と
同
じ
に
す
べ
き
で
す
。

　

個
別
項
目
の
初
再
診
料
へ

の
包
括
化
も
見
直
し
が
必
要

で
す
。
歯
肉
息
肉
除
去
や
ラ

バ
ー
ダ
ム
に
続
き
、
今
改
定

で
は
歯
周
基
本
治
療
処
置
が

包
括
化
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
歯
冠
修
復
、
欠
損
補

綴
、
歯
周
治
療
を
は
じ
め
と

す
る
基
礎
的
な
診
療
行
為
の

評
価
を
抜
本
的
に
引
き
上
げ

る
べ
き
で
す
。

―
―
金
パ
ラ
の
価
格
改
定
制

医
療
材
料
費
や
人
件
費
を
適

切
に
評
価
す
べ
き
で
す
。

　

歯
科
は
高
度
な
感
染
対
策

が
要
請
さ
れ
る
診
療
科
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
初
再
診
料

の
大
幅
な
引
き
上
げ
が
必
要

で
す
。
徐
々
に
解
消
が
進
ん

で
い
る
も
の
の
、
医
科
歯
科

な
け
れ
ば
改
定
は
実
施
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新
制
度

で
は
よ
り
実
態
に
則
し
た
方

法
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
と

は
い
え
、「
後
追
い
」
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。
抜
本
的
な
方
法
の
検
討

は
今
後
も
必
要
で
す
。

　

歯
科
技
工
士
や
歯
科
衛
生

士
の
待
遇
改
善
も
、
診
療
報

酬
の
引
き
上
げ
な
し
に
は
で

き
ま
せ
ん
。
診
療
報
酬
は
公

的
保
険
に
よ
る
医
療
の
種
類

と
価
格
を
決
め
る
も
の
で
あ

り
、
国
民
が
享
受
で
き
る
医

療
の
質
と
量
を
左
右
し
ま

す
。
医
療
機
関
の
経
営
保
障

な
し
に
、
良
質
の
医
療
を
持

続
的
に
提
供
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

度
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

　

先
生
方
か
ら
悲
鳴
と
も
怨

嗟
と
も
い
え
る
切
実
な
要
求

が
出
さ
れ
続
け
て
い
た
の
が

金
パ
ラ
の
逆
ザ
ヤ
の
解
消
で

す
。
22
年
改
定
か
ら
は
材
料

価
格
の
変
動
率
に
関
係
な
く

年
４
回
の
改
定
が
導
入
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
材

料
の
価
格
調
査
の
時
期
も
価

格
改
定
の
２
カ
月
前
に
設
定

し
、
従
来
よ
り
も
タ
イ
ム
ラ

グ
の
短
縮
が
期
待
で
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
「
随
時
改

定
」

の
方
式
で
は
「
５

％
」、
「
15
％
」
等
の
変
動
が

22年診療
報酬改定

江
原
豊
政
策
部
長
に
聞
く
②

狙
い

本
質

と

求人情報の更新

協会ホームページの求人情報
を３月15日に更新しました。
URL
http://osk-hok.org/job/

　

そ
の
上
で
、
口
腔
崩
壊
状

態
に
あ
る
児
童
の
把
握
状
況

や
対
応
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
、
市
は
学
校
で
個
別
に
把

握
し
て
お
り
市
と
し
て
把
握

し
て
い
な
い
と
し
、「
重
要

性
は
認
識
し
て
お
り
、
現
在

担
当
内
で
対
応
を
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
。
次
回
何
ら
か

の
報
告
を
し
た
い
」
と
述
べ

た
。生

活
保
護

　

生
活
保
護
関
係
で
は
、
利

用
者
へ
の
「
医
療
要
否
意
見

書
」
の
郵
送
料
等
が
医
療
機

関
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
市
側
が
「
郵

送
料
負
担
の
統
一
的
な
見
解

が
な
い
」
と
し
た
た
め
、
池

田
市
や
高
槻
市
な
ど
府
内
10

自
治
体
が
行
政
負
担
と
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
、
市
負
担

と
す
る
よ
う
求
め
た
。
協
議

に
は
小
澤
力
理
事
長
含
め
12

人
が
参
加
し
た
。

に
つ
な
ぐ
「
子
ど
も
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
」
事
業
を
活
用

し
、
同
行
受
診
な
ど
を
行
う

よ
う
求
め
た
。

　

市
は
、
未
受
診
の
原
因
は

「
保
護
者
の
忙
し
さ
や
、
軽

い
症
状
の
た
め
治
療
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
な
い
」
と

述
べ
、
同
行
受
診
に
つ
い

て
は
「
制
度
と
し
て
位
置

づ
い
て
い
な
い
」
と
答
え

た
。

　

西
部
地
区
の
冨
本
昌
之

氏
は
、
同
事
業
を
先
行
し

て
実
施
す
る
大
正
区
の
支

援
事
例
に
同
行
受
診
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示

し
、「
全
区
的
な
取
り
組

み
と
し
て
欲
し
い
」
と
訴

え
た
。

　

協
会
は
学
校
健
診
で
要
受

診
と
さ
れ
た
児
童
の
未
受
診

率
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を

に
つ
い
て
、
▽
未
受
診
の
原

因
分
析
▽
受
診
勧
奨
に
は
支

援
が
必
要
な
子
ど
も
等
を
学

校
と
行
政
が
連
携
し
て
支
援歯科口腔保健対策の充実などについて協議

する協会理事＝２月９日、大阪市役所内


